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過去の「共に歩まん」はこちら→

今年度３回目の授業力アップ講座を開催しました。講座では「もっと子供が輝く授業を考えたい」と参加さ

れた先生方が教科・領域ごとの小グループに分かれ、指導主事や専門主事と共にこれまでの実践の成果や課題
を振り返ったり、明日からの授業に向けて単元・授業づくりについて考え合ったりしました。

～第3回 授業力アップ講座開催～

共に
学ぶ

研修で学んだことを自校での取組に生かした先生の様子

子供の姿を思い浮かべながら、学習指導要領や教科書を見たり、教具を
用いたり、対話をしたりし、授業を構想しました

学習指導要領の大切さについて、改めて考えることができま
した。教材研究の際には、一度、学習指導要領を読んでから、
単元展開を考えていきたいです。

（小学校 国語／道徳）

体育の授業における子供のやる気を引き出す手立てについて
学ぶことができました。この「やる気を引き出す」という点
は、他教科等にもつながることだと思いました。

（中学校 体育・保健体育）

自分の悩みについて相談することができました。特に鑑賞の授業について不安に思っていることをお聞きしたとき、実践した授業
のことも踏まえて、具体的に教えていただけました。授業をつくる際に大切にしたい「この授業を通して、生徒にどのようなこと
を学んでほしいか」という視点が、私自身、少し不明確だったと気付きました。自分自身の授業づくりについて見直すことができ
たので、これからの授業に生かしていきたいと思いました。 （中学校 美術）

日々の実践の中に生まれた悩みや願い等を共有しました

本講座では、「子供が楽しい、もっと知りたいと思える授業とは？」「教材研究で大切にすることは？」等、
授業づくりの根幹について立ち止まりながら、前向きに取り組み続ける先生方の姿がありました。課題や実践
を共有したり、これからの授業づくりを考えたりすることを通して、実践→振り返り→次への見通しをもつ
先生方の姿が印象的でした。

３回目の授業力アップ講座では、主に資料との出合いの場面の工夫についてアドバイスをいただきました。研修会で
構想したことを基に行った授業では、資料との出合いによって生徒が感じた驚きから単元の学習問題を位置付けるこ
とで、生徒の意識が学習内容へ向かっていくと実感しました。授業力アップ講座には、毎回、参加しています。
３回の研修会で学んだことを実践に生かしてきたことで、自分なりに手応えを感じています。

人・もの・ことの“つながり”を大事に

共に歩まん
人・もの・ことの“つながり”を大事に

共に歩まん
←過去の「マナビィ通信」はこちら

・学習内容を充実させることを重視していたなあ。
・材ありきで学習をスタートしていたのかもしれない。
・生徒がもっと主体的に学ぶ授業にしていきたいなあ。

１月13日（火） 第４回授業力アップ講座 開催
授業づくり、学級づくりで悩む全ての先生方を対象としています。具体物を操作しながら授業
を構想したり、参加者の先生方や主事とともに対話したりすることを通して、改めて単元・授業
づくりについて考えてみませんか？「教材研究をしたいが、一人教科で難しい」「３学期、子供
たちとこんな授業がしたい」という先生方。ぜひ、ご参加をお待ちしています。

自分の実践を振り返る

これからの授業を考える

踏み出す
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